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平成 22年３月定例会で

こんなことを決めました。
　

平
成
22
年
３
月
定
例
会
は
、

３
月
５
日
〜
３
月
23
日
ま
で
の

19
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。

　

今
議
会
に
は
、
平
成
22
年
度

の
新
年
度
予
算
な
ど
49
件
の
議

案
が
上
程
さ
れ
、
本
会
議
２
日

目
に
は
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場（
本
体
）
建
設
工
事
請
負
契

約
の
締
結
な
ど
２
件
の
追
加
議

案
が
提
出
さ
れ
た
。

　

市
長
の
施
政
方
針
の
あ
と
、

各
議
案
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
各
議
案
を
常
任
委
員
会
に

付
託
し
、
慎
重
に
議
案
審
査
を

行
っ
た
。

　

ま
た
最
終
日
に
は
教
育
委
員

会
委
員
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
や
、
議
員

発
議
に
よ
る
意
見
書
の
採
択
な

ど
９
件
の
追
加
議
案
と
、
継
続

審
査
と
し
て
い
た
請
願
な
ど
、

委
員
会
審
査
報
告
等
を
ふ
ま
え
、

全
議
案
に
つ
い
て
可
決
し
た
。

◇
嘱
託
職
員
の
給
与
・
勤

務
時
間
そ
の
他
の
勤
務

条
件
に
関
す
る
条
例
の

制
定

嘱
託
職
員
の
任
用
及
び
人

事
管
理
の
適
正
な
運
営
を

図
る
た
め
、
給
与
・
勤
務

時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件

に
関
す
る
事
項
を
定
め
る

た
め
の
条
例
制
定

◇
地
域
福
祉
活
動
拠
点
施

設
条
例
の
制
定

郷
ノ
浦
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
勝
本
町
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
「
か
ざ
は

や
」、芦
辺
町
ク
オ
リ
テ
ィ

ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
「
つ
ば

さ
」、
石
田
町
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
一
本

化
し
、
使
用
料
金
に
つ
い

て
も
統
一
す
る
た
め
の
条

例
制
定

◇
ペ
ッ
ト
霊
園
条
例
の
制

定自
主
営
業
に
よ
る
ペ
ッ
ト

霊
園
の
設
置
及
び
管
理
が

適
正
に
行
わ
れ
る
た
め
の

措
置
を
講
じ
、
公
衆
衛
生

上
住
民
に
与
え
る
不
安
を

除
去
し
、
生
活
環
境
へ
の

配
慮
と
地
域
住
民
と
の
ト

ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め

の
条
例
制
定

◇
農
業
機
械
銀
行
条
例
の

一
部
改
正

中
型
ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
ー

（
60
分
当
り
）
バ
ケ
ッ
ト

容
量
で
小
型
と
中
型
に
区

分
し
、
３
，７
２
０
円
と

４
，５
０
０
円
に
料
金
を

改
正
。
ま
た
ダ
ン
プ
使
用

料
金
（
60
分
当
り
）
を
２

ｔ
ダ
ン
プ
は
現
行
通
り

３
，７
２
０
円
、
新
た
に

４
ｔ
ダ
ン
プ
を
４
，５
０

０
円
と
す
る
条
例
改
正

◇
堆
肥
セ
ン
タ
ー
条
例
の

制
定

郷
ノ
浦
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー

の
竣
工
に
伴
い
、
壱
岐
市

石
田
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
条

例
を
廃
止
し
、
壱
岐
市
堆

肥
セ
ン
タ
ー
条
例
と
し

て
、
郷
ノ
浦
町
及
び
石
田

町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
集
約

す
る
も
の
。
こ
れ
に
よ
り

利
用
料
金
を
一
律
と
し

た
。

◇
死
亡
獣
畜
取
扱
場
条
例

の
一
部
改
正

へ
い
死
獣
畜
一
時
保
管
処

理
施
設
の
建
設
に
伴
い
、

条
項
を
追
加
し
た
も
の
。

業
務
は
Ｊ
Ａ
壱
岐
市
に
委

託
予
定
。

条　

例

（３月５日）

◇一般廃棄物最終処分場（本体）建設工事請
負契約の締結
　　２億８，８７５万円 

不動テトラ・なかはら特定
建設工事共同企業体落札

この処分場では不燃残渣（粗大
ごみ、不燃ごみを分別・破砕し、
選別後に残るガラス・陶器・
プラスチック類）を埋めます。

粗大ごみ

追 加 議 案
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平成22年度壱岐市の予算（特別会計含む）

324億3,840万9千円
     （単位：千円、△はマイナス）

会　　　計　　　名 平成22年度予算額 平成21年度予算額 増　減　額
※一般会計 22,755,000 23,641,000 △886,000
国民健康保険事業特別会計 4,576,745 4,601,083 △24,338
老人保健特別会計 1,400 13,253 △11,853
後期高齢者医療事業特別会計 312,668 302,620 10,048
介護保険事業特別会計 2,810,290 2,755,448 54,842
簡易水道事業特別会計 911,207 1,059,974 △148,767
下水道事業特別会計 337,395 384,883 △47,488
特別養護老人ホーム事業特別会計 504,153 457,980 46,173
三島航路事業特別会計 119,862 121,862 △2,000
農業機械銀行特別会計 109,689 111,142 △1,453

計 32,438,409 33,449,245 △1,010,836

※一般会計のなかみ
市税等の徴収対策の強化等で、自主財源を確保するとともに、国の経済対策により措置さ
れる財源等を最大限に活用し、地域経済の活性化につながる施策を積極的に推進します。

前年度に引き続き歳出の抑制を図りつつ、行財政運営の効率化と経費の合理化がなされる
よう注視し、国の緊急雇用対策事業等の実施による経済効果を図ります。

歳 入

歳 出

市税
9.4％

地方交付税
41.2％

国庫支出金
14.4％

市債
19.1％

県支出金
6.6％

諸収入 0.9％

地方消費税交付金
1.0％

使用料及び手数料
2.2％

繰入金 1.3％

その他 2.5％
地方譲与税 1.4％

総務費
10.3％

民生費
22.1％

衛生費
20.0％

公債費
15.2％

教育費
10.4％

商工費
1.6％

土木費
6.4％

消防費
2.9％

災害復旧費
0.0％

農林水産業費
10.2％

諸支出金 0.2％

予備費 0.0％

議会費 0.7％

   （単位：千円、△はマイナス）
22年度
予算額（A）

21年度
予算額（Ｂ）

増減額
Ａ－Ｂ＝Ｃ

増減率％
Ｃ／Ｂ×100

市税 2,128,381 2,193,424 △65,043 △3.0
地方交付税 9,379,411 9,285,567 93,844 1.0
国庫支出金 3,280,380 2,933,035 347,345 11.8
市債 4,343,800 4,961,100 △617,300 △12.4
県支出金 1,507,354 2,025,485 △518,131 △25.6
諸収入 195,430 160,291 35,139 21.9
地方消費税交付金 225,000 264,000 △39,000 △14.8
使用料及び手数料 497,969 488,171 9,798 2.0
繰入金 286,191 267,701 18,490 6.9
地方譲与税 310,200 357,200 △47,000 △13.2
その他 600,884 705,026 △104,142 △14.8

歳入合計 22,755,000 23,641,000 △886,000 △3.7

   （単位：千円、△はマイナス）
22年度
予算額（A）

21年度
予算額（Ｂ）

増減額
Ａ－Ｂ＝Ｃ

増減率％
Ｃ／Ｂ×100

議会費 156,753 168,926 △12,173 △7.2
総務費 2,343,141 2,440,740 △97,579 △4.0
民生費 5,031,788 4,439,625 592,163 13.3
衛生費 4,552,518 4,441,997 110,521 2.5
農林水産業費 2,322,904 3,091,874 △768,970 △24.9
商工費 376,019 356,346 19,673 5.5
土木費 1,446,857 1,664,998 △218,141 △13.1
消防費 651,389 682,770 △31,381 △4.6
教育費 2,371,023 2,838,350 △467,327 △16.5
災害復旧費 3,374 3,566 △192 △5.4
公債費 3,455,232 3,466,706 △11,474 △0.3
諸支出金 40,002 41,102 △1,100 △2.7
予備費 4,000 4,000 0 0.0

歳出合計 22,755,000 23,641,000 △886,000 △3.7

ミルちゃん
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「平成22年度は
どえーな予算があると？」
こども手当給付事業

５億9,800万円

しまごとプロジェクト推進事業
3,973万円

島外通勤・通学者交通費助成事業
　700万円

一支国博物館管理費
　　5,000万円

元気に大きくなりま～す！（石田保育所きりん組のみんな）

一支国博物館エントランスホール

就職・進学のため壱岐を離れ出港

３月14日オープンした一支国博物館

国の政策により、中学校修了までの子ども１人当
たり月額13,000円を支給するもの。（次年度から
は１人あたり月額26,000円）
対象者数は市内約4,600人となる。

（国費5億3,356万円、市費6,444万円）

一支国博物館を拠点とした事業費 
しまごと大学事業、しまごと博物館・しまごと元気
館事業、しまごと情報発信業務などの企画事業費

（県費：1,983万円、市費：1,990万円）

市民の島外への通勤や通学を支援し、定住人口の
減少に歯止めをかける。週単位の通勤者（月２往
復以上）に年額20万円、毎日通勤・通学者に年
額50万円を限度に交通費を助成する。　

一支国博物館の指定管理委託料。　　　　　　　
（県費：2,500万円、市費：2,500万円）

キ
ク
ち
ゃ
ん
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・人事案件
　教育委員会委員の任命
　　郷ノ浦町　　田原和雄　氏
　固定資産評価審査委員会委員の選任
　　石 田 町　　喜多丈美　氏
　　郷ノ浦町　　草野正純　氏
　　勝 本 町　　小畑英治　氏
　　芦 辺 町　　占部利夫　氏

・平成21年度一般会計補正予算
1,000万円追加

国の施策の、地域活性化・きめ細かな臨時交
付金事業費に追加措置があり、市道排水路整
備工事（３カ所）をする。

橋梁長寿命化事業
2,046万円

市・県消防ポンプ操法大会費
1,237万円

学校給食施設整備事業
4億7,530万円

「開運！ なんでも鑑定団」 in 壱岐
200万円

水域環境保全創造事業
1,450万円

補修を急がれる中央橋

前回（平成20年）の市操法大会の様子

給食センター建設予定地（勝本町）

収録は10月。皆さんのお宝を出品してください

藻場増殖礁のネットの中で繁茂する海草

国の補助による新規事業で、架橋40年以上が経
過している郷ノ浦町中央橋の災害防除のための補
修工事を実施。

今年度は消防ポンプ操法大会が行われます。消防
団員の日頃の訓練成果を発表する場で、地区大会、
市大会、県大会での活躍が期待されます。

学校給食センター建築工事費
給食の配送が時間的に困難な三島地区に建設する、
原島給食センター（木造平屋建）等を含む。

壱岐の魅力を発信するためテレビ放送等を活用し、
交流人口の拡大につなげるため「開運！ なんでも
鑑定団」出張鑑定 in 壱岐を招致する。

水産業の振興を図るため、県交付金等による海草
類の消滅による「磯焼け」対策のための藻場造成
事業で、本年度は石田町漁協管内の藻場礁を設置。

追加議案
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ユウくん

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

町
田　

光
浩

委
員
長　

町
田　

正
一

委
員
長　

鵜
瀬　

和
博

機械銀行の高枝伐採作業で道路が明るくなりました

☆
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た 

　

議
案
の
主
な
審
査
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

○ 「
壱
岐
市
嘱
託
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

　

嘱
託
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
本
委
員
会

に
お
い
て
も
問
題
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
た
事
案
で
あ
り
、

こ
の
た
び
条
例
整
備
を
行
う
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

　

し
か
し
、
条
例
の
内
容
及
び
現
在
と
の
処
遇
の
相
違
点
等

に
つ
い
て
当
該
職
員
に
対
す
る
周
知
説
明
が
不
十
分
で
あ
り
、

一
部
混
乱
を
招
い
て
い
る
。

　

当
該
職
員
に
と
っ
て
は
、
各
人
の
生
活
に
直
結
す
る
問
題

で
あ
り
、
充
分
に
配
慮
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

ま
た
今
後
、
規
則
の
整
備
も
併
せ
て
各
課
の
状
況
を
充
分

に
把
握
し
た
上
で
運
用
さ
れ
る
よ
う
、
意
見
を
付
す
も
の
で

あ
る
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業

　

本
年
５
月
に
も
所
得
が
確
定
し
だ
い
、
国
民
健
康
保
険
料

を
８
％
程
度
値
上
げ
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

医
療
費
負
担
の
増
大
と
、
不
況
に
よ
る
税
収
の
落
ち
込
み

が
原
因
で
、
基
金
の
取
り
崩
し
を
も
っ
て
し
て
も
対
応
が
困

難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

一
方
で
、
累
積
す
る
未
収
金
額
が
３
億
３
千
万
円
に
上
り
、

こ
の
対
応
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

早
急
に
具
体
策
を
求
め
て
い
る
。

○
ペ
ッ
ト
霊
園
条
例

　

地
域
住
民
の
同
意
を
条
件
と
し
て
可
決
し
た
。

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
て
か
え

　

期
限
が
せ
ま
っ
て
い
る
事
か
ら
、一
部
地
元
公
民
館
に
反
対

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
全
島
的
に
候
補
地
を
見
つ
け
ら
れ
た
い
。

○
平
成
22
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

　

こ
の
事
業
は
、
生
活
排
水
の
適
正
な
処
理
と
快
適
な
生
活

環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
重
要
だ
が
、
多
額
の
建
設
・
管
理

費
が
必
要
と
な
る
た
め
今
後
も
さ
ら
に
加
入
促
進
に
向
け
努

力
さ
れ
た
い
。

○
平
成
21
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
る
郷
ノ
浦
町
亀
川
地
区
の
雨
水
、

排
水
対
策
は
、
早
急
に
県
と
も
十
分
協
議
の
上
、
将
来
を
見

据
え
、
抜
本
的
な
解
消
を
望
む
。

○
平
成
21
年
度
農
業
機
械
銀
行
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

緊
急
雇
用
対
策
で
あ
っ
た
高
枝
伐
採
作
業
は
、
雇
用
者
数

の
べ
２
千
793
名
、
う
ち
新
規
２
千
204
名
で
42
路
線
を
実
施
。

今
後
と
も
国
・
県
の
事
業
を
大
い
に
活
用
さ
れ
た
い
。

✔✔✔✔✔

き
び
し
く
チ
ェ
ッ
ク
！

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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請 

願

意
見
書

議
員
発
議 

○ 

定
置
漁
業
の
生
産
力
維
持
、雇
用
対
策
、地
域
活
性

化
に
関
す
る
請
願

　

請
願
者
…
箱
崎
漁
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　

代
表
理
事
組
合
長　

西　

寛

　

要　

旨
… 

定
置
漁
業
の
経
営
譲
受
に
依
る
経
営
存
続
と
、

地
域
活
性
化
対
策
・
漁
業
振
興
対
策
に
対
す
る

助
成
を
要
望
す
る
請
願

　

近
年
の
水
産
資
源
の
減
少
や
魚
価
の
低
迷
等
に
よ
り
、
定

置
網
業
を
営
む
経
営
団
定
置（
箱
崎
漁
業
経
営
団
）が
解
散

す
る
に
当
た
り
、
箱
崎
漁
業
協
同
組
合
が
従
業
員
や
漁
網
等

の
一
切
の
施
設
を
引
き
継
ぎ
、
定
置
網
業
を
継
続
さ
れ
る
。

地
域
漁
業
の
振
興
、
地
域
活
性
化
、
雇
用
の
確
保
の
主
旨
に

大
い
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
現
在
、
水
産
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
資
源
、
漁
獲
量
の
減
少
、
魚
価
の
低
迷
、

燃
油
高
騰
、
漁
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
依
然
と

し
て
大
変
厳
し
い
こ
と
と
今
回
の
よ
う
な
事
例
は
、
県
下
で

も
初
め
て
で
あ
り
、
該
当
す
る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
見
当
た
ら

な
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
今
回
限
り
の
緊
急
的
対
応
が
必
要

と
判
断
し
た
。
箱
崎
漁
協
に
お
か
れ
ま
し
て
は
経
営
改
善
を

図
ら
れ
、
事
業
の
発
展
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
市
が
助
成
す

る
際
は
、
経
営
内
容
等
十
分
精
査
さ
れ
た
上
で
、
助
成
の
根

拠
を
説
明
で
き
る
よ
う
、
適
正
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
付
し
、

請
願
書
を
採
択
し
市
長
に
送
付
し
た
。

○ 「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
議
定
書
」の
※
Ｎ
Ｐ
Ｔ

再
検
討
会
議
で
の
採
択

に
向
け
た
取
り
組
み
を

求
め
る
意
見
書

　

要　

旨
…
国
に
対
し
、
被

爆
国
政
府
と
し
て
の
核

兵
器
廃
絶
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
確
実
な
も
の

と
す
る
た
め
、
核
保
有

国
を
は
じ
め
、
各
国
政

府
へ
の
働
き
か
け
を
要

請
す
る
。

・
送
付
先　

内
閣
総
理
大
臣

外
関
係
機
関

○ 

永
住
外
国
人
へ
の
地
方

参
政
権
付
与
の
法
制

化
に
反
対
す
る
意
見
書

　

要　

旨
…
永
住
外
国
人
が
、

憲
法
に
基
づ
く
参
政
権

を
取
得
す
る
た
め
に
は
、

国
籍
法
に
定
め
る
帰
化

に
よ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
永
住
外
国
人
へ
の

地
方
参
政
権
付
与
に
関

す
る
法
律
を
制
定
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
要
望

す
る
。

・
送
付
先　

内
閣
総
理
大
臣
、

副
総
理
、
国
家
戦
略
担

当
大
臣
外
関
係
機
関

○ 

離
島
の
燃
油
に
か
か
る

税
を
免
税
と
す
る
法
律

制
定
を
求
め
る
意
見
書

　

要　

旨
…
離
島
に
お
け
る

住
民
の
生
活
の
安
定
と

産
業
振
興
を
図
り
、
本

土
と
の
生
活
格
差
是
正

の
た
め
離
島
の
燃
油
に

か
か
る
免
税
措
置
の
法

制
化
を
求
め
る
。

・
送
付
先　

内
閣
総
理
大
臣

外
関
係
機
関

※
核
不
拡
散
条
約
（
核
兵
器
拡
散

の
防
止
を
目
的
と
し
、
核
兵
器

保
有
国
の
核
兵
器
委
譲
の
禁
止
、

非
保
有
国
の
製
造
等
の
禁
止
、

原
子
力
の
平
和
利
用
の
た
め
の

国
際
原
子
力
機
関
に
よ
る
査
察

等
が
規
定
さ
れ
る
条
約
。）

◇平成22年第１回臨時会
　（平成22年１月19日開催）

◇平成22年第２回臨時会（平成22年２月17日開催）

教職員用コンピュータ購入
事業契約の締結

3,228万円

地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業 ３億6,887万円

一支国博物館公用車購入 437万円

市内各小学校幼稚園の教職員用
のノート型パソコンを計228台
購入するもの。

一支国博物館～原の辻遺跡公園移動用の公用車１台を購入

政府の『明日の安心
と成長のための緊急
経済対策』により、地
方公共団体きめ細か
なインフラ整備等を
支援する臨時交付金
事業として、壱岐市
では３億6,887万円
の予算が計上され、
主に学校施設の改修
や道路補修など（事
業内訳参照）を行う。

地域活性化・きめ細かな臨時交付金の事業内訳 （単位：千円） 
観光施設補修・改修 9,300
庁舎補修 4,250
社会福祉施設改修 11,500
農業施設補修・改修 39,191
漁港・港湾施設補修・改修 9,859
市道舗装補修 37,992
市道等排水整備 37,700
橋梁補修 5,000
河川補修 12,000
校舎等改修 107,762
社会教育施設補修 18,858
簡易水道施設改修 15,460
下水道雨水渠改修 60,000

計　 368,872
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中
村
出
征
雄 

議
員

Q 
嘱
託
職
員
の
格
差
大

　

４
月
よ
り
採
用
さ
れ
る
嘱

託
職
員
は
第
２
種
嘱
託
職
員

と
な
り
、
医
師
・
獣
医
師
等

特
別
職
は
第
１
種
嘱
託
職
員
、

現
在
の
雇
用
条
件
は
平
成
30

年
度
ま
で
は
経
過
措
置
で
現

行
の
ま
ま
だ
が
、
以
降
は
第

２
種
と
な
り
採
用
時
と
条
件

が
異
な
り
将
来
に
不
安
を
抱

い
て
い
る
。

　

第
２
種
嘱
託
職
員
は
期
末

手
当
も
な
く
、
日
額
報
酬
で

正
職
員
と
の
格
差
大
で
あ
る
。

①
正
職
員
定
数
690
人
、
実
人

員
590
人
、
平
成
23
年
度
末
に

は
定
数
の
見
直
し
だ
が
、
正

職
員
を
減
ら
し
嘱
託
を
増
や

す
の
か
、
双
方
を
減
ら
す
の

か
。

②
１
種
と
２
種
の
違
い
は
報

酬
だ
け
か
。

③
退
職
金
は

昨
年
廃
止
さ

れ
た
が
、
100

％
出
資
の
外

郭
団
体
に
は

支
給
さ
れ
て

お
り
不
公
平

で
は
な
い
の

か
。

④
し
尿
及
び

ご
み
焼
却
場

と
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
で

施
設
は
集
約

さ
れ
る
が
、
余
剰
人
員
の
対

応
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る

の
か
。

A 

ま
ず
は
条
例
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
嘱
託
職
員
は
週
29
時
間
が

正
規
な
契
約
、
38
時
間
45
分

ま
で
は
超
過
勤
務
で
対
応
す

る
。
民
間
等
で
出
来
る
業
務

は
島
内
の
民
間
に
、
分
庁
方

式
を
効
果
的
に
考
え
、
職
員

は
減
少
の
方
向
に
。

②
報
酬
だ
け
。

③
外
郭
団
体（
学
校
用
務
給

食
会
、
環
境
管
理
組
合
）
は

市
の
別
組
織
で
あ
り
、
特
殊

な
事
情
に
よ
り
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

④
ご
み
処
理
施
設
は
、
現
在

市
内
４
施
設
有
り
、
完
成
後

の
施
設
管
理
・
収
集
業
務
は
、

市
の
環
境
管
理
組
合
で
対
応
。

民
営
委
託
を
廃
止
す
る
た
め
、

余
剰
人
員
は
出
な
い
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
人
員
は
、

自
然
減
、
学
校
用
務
員
等
の

配
置
を
考
え
て
い
る
。

町
田　

正
一 

議
員

Q 

病
院
改
革
に
つ
い
て

　

改
革
の
目
的
は
、
経
営
形

態
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ

と
で
な
く
、
市
民
の
医
療
ニ

ー
ズ
に
ど
う
応
え
て
い
く
か

と
い
う
点
が
大
切
で
あ
る
。

①
そ
の
後
の
状
況
に
変
化
は

あ
っ
た
の
か
。

②
九
大
第
二
外
科
と
の
関
係

修
復
が
最
も
大
事
な
点
で
あ

る
が
、
何
故
、
壱
岐
市
民
病

院
に
医
師
を
派
遣
し
て
い
た

だ
け
な
い
の
か
。

③
病
院
職
員
と
の
対
話
が
必

要
で
あ
る
が
、
市
長
の
考
え

を
問
う
。

④
市
長
の
目
指
す
自
治
体
病

院
の
理
想
像
と
は
。

A 

市
民
の
身
近
な
病
院
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
理
事
長
候
補
に
九
大
病
院

の
久
保
院
長
に
推
薦
を
お
願

い
し
て
い
る
。
九
大
・
福

大
・
久
留
米
大
と
は
、
関
係

強
化
と
医
師
派
遣
の
継
続
を

約
束
し
て
い
る
。

②
九
大
か
ら
現
在
３
名
の
医

師
を
派
遣
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
第
二

外
科
と
の
関
係
修
復

が
重
要
。
第
二
外
科
か

ら
は「
石
を
持
っ
て
追

わ
れ
た
我
々
が
市
民

病
院
に
行
く
こ
と
は
、

関
係
者
の
物
笑
い
に

な
る
」と
ま
で
言
わ
れ

た
。
報
道
・
行
政
・
議

会
の
対
応
の
ま
ず
さ

が
あ
っ
た
事
が
事
実
で
あ
る
。

③
理
事
長
候
補
者
の
見
通
し

が
つ
き
次
第
、
早
期
に
職
員

へ
説
明
し
て
い
く
。

④
市
民
病
院
が
市
民
に
と
っ

て
身
近
な
病
院
に
な
る
。
そ

の
た
め
に
は
医
師
の
確
保
が

全
て
だ
と
思
っ
て
い
る
。

Q 

特
養
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

①
市
長
も
民
間
施
設
の
勤
務

経
験
が
有
り
、
や
は
り
特
養

の
入
所
者
の
処
遇
を
第
一
に

考
え
れ
ば
、
30
〜
40
床
の
小

規
模
な
施
設
を
地
元
に
近
い

場
所
に
建
設
す
る
の
が
望
ま

し
い
。

②
新
知
事
も
誕
生
し
た
し
、

も
う
一
度
、
県
当
局
に
増
床

を
訴
え
る
べ
き
。

A 

100
床
施
設
の
建
て
か
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
今
回
の
100
床
施
設
は
建
て

か
え
な
の
で
、
分
散
は
で
き

な
い
。

②
増
床
は
県
当
局
に
強
く
交

渉
す
る
。

一 般 質 問一 般 質 問傍聴者数　３月11日　約13人
　　　　　３月12日　約 7人

スタッフ一同で、“かわいい命”をお預かりしています

特別養護老人ホーム「寿楽園」
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呼
子　
　

好 

議
員

Q 

肉
用
牛
の
振
興

　

壱
岐
牛
の
販
売
額
は
、
19

年
38.8
億
円
、
21
年
は
約
30.2
億

円
と
、
8.6
億
の
落
ち
込
み
で

厳
し
く
も
、
壱
岐
の
経
済
に

非
常
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

約
30
億
円
の
外
貨
導
入
、

土
作
り
、耕
作
放
棄
地
解
消
、

島
の
景
観
保
持
、
交
流
人
口

の
拡
大
等
、
経
済
効
果
は
大

き
い
が
、
事
業
予
算
は
大
幅

削
減
と
な
っ
て
い
る
。
支
援

策
は
あ
る
の
か
。

①
増
頭
に
向
け
た
高
齢
者
、

後
継
者
対
策
は
。

②
部
会
、
ヘ
ル
パ
ー
組
織
へ

の
支
援
策
は
。

③
へ
い
死
獣
畜
の
運
営
と
農

家
負
担
金
に
つ
い
て
。

④
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
運
営
と

使
用
料
金
に
つ
い
て
。

A 

基
幹
作
物
と
認
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

経
済
効
果
は
認
識
し
て
い

る
。
肉
用
牛
が
農
畜
産
物
の

算
出
額
６
割
を
占
め
る
基
幹

作
物
で
あ
る
。

①
国
県
の
補
助
事
業
を

活
用
し
、
市
も
支
援
す

る
。

②
部
会
、ヘ
ル
パ
ー
組

織
へ
の
補
助
金
は
ゼ
ロ
、

自
立
が
必
要
。

③
一
時
冷
凍
保
管
施
設

を
整
備
、
運
営
は
農
協

へ
委
託
予
定
、
使
用
料

金
は
協
議
中
。

④
市
が
運
営
す
る
。
郷

ノ
浦
・
勝
本
・
石
田
の
一
部

約
千
頭
分
収
集
予
定
。
使
用

料
金
は
石
田
町
を
参
考
に
設

定
。Q 

観
光
と
地
産
地
消

　

壱
岐
は
、
山
の
幸
・
海
の

幸
の
宝
庫
で
あ
る
。
観
光
客

は
、
壱
岐
の
自
然
・
文
化
・

グ
ル
メ
を
求
め
て
い
る
。

①
壱
岐
に
グ
ル
メ
の
専
門
店

の
支
援
を
。

②
市
広
報
誌
の
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
さ
ん
の
ク
ッ
キ
ン
グ
レ
シ

ピ
は
、
健
康
食
で
あ
る
。
冊

子
に
し
て
は
ど
う
か
。

A 
食
を
活
か
し
た
観
光

地
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
県
の
食
材
を
積
極
的
に
使

用
し
て
い
る
地
産
地
消
品
こ

だ
わ
り
の
店
に
、
壱
岐
か
ら

５
店
舗
が
認
定
を
受
け
て
い

る
。
壱
岐
独
自
の
認
定
を
勉

強
す
る
。

②
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
の
、

健
康
食
の
レ
シ
ピ
作
品
は
相

談
す
る
。

田
原　

輝
男 

議
員

Q 

ナ
イ
タ
ー
設
備
を

　

大
谷
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に

つ
い
て
、
現
在
数
多
く
の
大

会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
全
国
離
島
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
韓

国
・
対
馬
と
の
交
流
試
合
も

計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

夜
で
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が

出
来
る
よ
う
に
、
照
明
を
付

け
て
は
ど
う
か
。

A 

現
状
維
持
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

夜
間
照
明
を
整
備
す
れ
ば
、

よ
り
良
い
施
設
に
な
る
の
は

間
違
い
な
い
が
、
当
該
地
は

４
分
の
３
が
借
地
で
あ
り
、

整
備
費
用
の
面
か
ら
も
当
面

は
現
状
維
持
で
。

　

北
側
の
全
天
候
型
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
に
は
夜
間
照
明
が

あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
の
活
用

を
お
願
い
し
た
い
。

Q 

地
元
業
者
へ
の
発
注
を

　

壱
岐
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

整
備
事
業
は
、
総
事
業
費
46

億
円
を
超
え
る
大
型
事
業
で

あ
る
。

①
Ｊ
Ｖ（
共
同
企
業
体
）

方
式
が
望
ま
し
い
が
、
島

内
業
者
の
工
事
へ
の
参
加

は
あ
る
の
か
。

②
４
月
入
札
、
７
月
工
事

着
工
と
い
う
事
で
あ
る
が
、

自
治
・
公
民
館
単
位
の
説

明
会
は
十
分
出
来
て
い
る

か
。

③
基
地
局
は
ど
こ
に
設
置

と
考
え
て
い
る
か
。

④
整
備
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
は
ど
う
す
る
の
か
。

A 

地
元
業
者
に
も
協
力
を

市
長

①
セ
ン
タ
ー
設
備
工
事
、
光

ケ
ー
ブ
ル
電
送
路
工
事
に
つ

い
て
は
、国
の
補
助
機
関
、専

門
的
な
技
術
が
必
要
な
事
か

ら
、Ｊ
Ｖ
や
分
割
方
式
は
無

理
。
地
元
業
者
に
は
、
保
守

面
や
セ
ン
タ
ー
施
設
等
建
築

工
事
の
発
注
を
計
画
。

②
２
月
か
ら
各
公
民
館
単
位

の
説
明
を
始
め
て
い
る
。

③
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
。

市
有
地
で
電
波
の
問
題
を
ク

リ
ア
で
き
る
場
所
に
決
め
る
。

④
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
と
な
る
団

体
に
委
託
予
定
。

Q 

郷
ノ
浦
港
の
駐
車
場

　

市
の
対
応
策
は
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
の
か
。

A 

状
況
を
調
査
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

郷
ノ
浦
港
駐
車
場
の
使
用

状
況
を
調
査
し
て
お
り
、
そ

の
後
判
断
す
る
。

『
市
長
は
、議
会
最
終
日
に
郷

ノ
浦
港
駐
車
場
の
有
料
化
は

考
え
て
い
な
い
事
を
表
明
し

た
』

一 般 質 問

大谷ゲートボール場（柳田地区老人会の練習）

「若いもんにゃ負けんつもりばってなぁ…」　４月９日牛市
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一 般 質 問

鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 
見
直
せ
、定
住
促
進
策

①
島
外
通
勤
・
通
学
者
交
通

費
助
成
の
見
込
み
と
今
後
の

計
画
は
。

②
現
在
の
市
定
住
促
進
支
援

対
象
は
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
み
。

旧
芦
辺
町
の
定
住
促
進
条
例

の
よ
う
に
対
象
者
を
Ｕ
タ
ー

ン
者
も
含
め
た
壱
岐
出
身
者

に
拡
大
し
、
支
援
内
容
を
充

実
す
べ
き
。

③
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

通
信
推
進
事
業
に
よ
り
現
誘

致
し
た
企
業
の
状
況
と
今
後

の
見
込
み
は
。

　

新
卒
者
の
島
内
就
職
は
厳

し
い
。
農
漁
業
の
よ
う
に
新

規
就
業
者
と
し
て
新
卒
就
職

助
成
金
創
設
は
。

A 
対
象
者
拡
大
充
実
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
週
通
勤
は
30
名
の
600
万
、

毎
日
通
勤
2
名
の
100
万
、
計

700
万
円
。

②
今
年
度
中
に
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー

ン
だ
け
で
な
く
、
島
内
未
就

労
者
対
策
と
併
せ
て
総
合
的

な
定
住
促
進
策
と
し
て
住
居

対
策
も
含
め
検
討
す
る
。

③
現
企
業
と
は
調
整
を

図
っ
て
行
く
と
と
も
に
、

今
後
も
企
業
誘
致
に
向

け
、
努
力
す
る
。
ま
た
、

新
卒
者
の
就
職
支
援
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携

し
な
が
ら
国
の
事
業
を

活
用
し
、
市
単
独
は
考

え
て
い
な
い
。

Q 
智
恵
を
活
か
し
た
広
報
戦
略

①
一
支
国
博
物
館
等
開
館
ま

で
の
島
内
外
宣
伝
等
万
全
か
。

取
材
後
の
放
送
・
掲
載
日
等

周
知
す
べ
き
。

②
今
後
の
戦
略
的
広
報
宣
伝

は
。

③
地
域
間
競
争
が
激
し
さ
を

増
し
、
厳
し
い
財
政
の
中
、

智
恵
を
活
か
し
た
ソ
フ
ト
の

時
代
。
市
08
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
活
用
は
。

A 

指
導
力
を
発
揮
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
内
覧
会
、
市
報
で
特
集
を

組
み
、官
民
一
体
と
な
っ
た
情

報
発
信
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

放
送
日
等
の
周
知
に
は
怠
り

が
あ
り
、反
省
し
て
い
る
。

②
観
光
協
会
を
中
心
に
官
民

連
携
し
な
が
ら
、
島
内
の
意

識
醸
成
、
東
京
、
大
阪
圏
へ

さ
ら
な
る
効
果
的
な
広
報
宣

伝
に
努
め
る
。

③
今
後
は
理
事
会
、
課
長
会

等
活
用
し
、
指
導
力
を
発
揮

し
積
極
的
に
取
り
組
む
。

中
田　

恭
一 

議
員

Q 

中
学
校
跡
地
有
効
利
用

　

中
学
校
統
廃
合
跡
地
利
用

に
つ
い
て
、
準
備
委
員
会
の

中
で
具
体
的
な
意
見
が
あ
る

の
か
。

　

鯨
伏
中
学
校
跡
を
青
少
年

の
合
宿
施
設
と
し
て
利
用
で

き
な
い
か
。
サ
ン
ド
ー
ム
や

Ｂ
＆
Ｇ
の
プ
ー
ル
等
も
利
用

で
き
る
。

　

各
施
設
の
統
廃
合
に
よ
る

遊
休
市
有
地
の
処
分
も
早
急

に
。

 
 

A 

地
元
の
意
見
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

基
本
的
に
は
地
元
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
慎
重
に
協
議

し
て
い
く
。

　

民
間
へ
の
売
却
や
青
少
年

施
設
の
合
宿
所
等
の
あ
ら
ゆ

る
可
能
性
を
考
慮
し
つ
つ
進

め
て
い
く
。

Q 

行
方
不
明
者
の
捜
索
は

　

行
方
不
明
者
が
増
え
て
い

る
中
、
捜
索
に
警
察
犬
の
導

入
な
ど
応
援
態
勢
が
取
れ
な

い
の
か
。

A 

経
費
が
高
く
難
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

現
在
は
民
間
へ
の
依
頼
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況

で
、
経
費
が
高
く
な
り
難
し

い
。Q 

エ
コ
に
補
助
を

　

太
陽
光
発
電
施
設
へ
の
市

独
自
の
補
助
を
。

　

太
陽
光
発
電
の
初
期
施
設

投
資
が
高
額
で
、
取
り
組
み

に
く
い
。

A 

他
市
の
状
況
を
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

国
県
や
、
県
内
５
市
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
を
し
て

い
く
。

４月の課長会（課長会は月１回、理事会は毎週開催される）

自家用の太陽光発電



11 壱岐市議会だより　2010年第25号

一 般 質 問

今
西　

菊
乃 

議
員

Q 

障
害
者
支
援
を

①
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施

設
の
利
用
者
が
増
え
て
い
る
。

ま
た
今
後
の
利
用
希
望
者
も

数
名
い
る
。
増
設
の
必
要
が

あ
る
。

②
介
護
を
す
る
人
の
ほ
と
ん

ど
が
、親
亡
き
後
の
心
配
。緊

急
時
等
の
一
時
預
け（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
ィ
）を
望
ん
で
い
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
が

必
要
。

A 

計
画
的
に
推
進
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
障
害
者
自
立
支
援
法
を
見

極
め
な
が
ら
今
後
、
必
要
な

施
設
を
計
画
的
に
推
進
し
、

安
全
安
心
で
生
活
で
き
る
環

境
を
推
進
す
る
。

②
就
労
の
場
を
含
め
、
長
期

的
、総
合
的
な
整
備
が
必
要
。

Q 

イ
ベ
ン
ト
の
周
知
を

　

各
部
署
・
団
体
で
行
わ
れ

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
等

の
重
複
を
さ
け
る
た
め
に
も

市
民
へ
周
知
で
き
る
体
制
を
。

A  

将
来
は
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
も

　

市
長

　

現
在
、
広
報
誌
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載

周
知
し
て
い
る
が
、
光

ケ
ー
ブ
ル
に
よ
り
市
独

自
の
テ
レ
ビ
局
を
設
置

し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
活
用
し
た
い
。今
後
、

極
力
周
知
で
き
る
体
制
、

方
法
を
研
究
す
る
。

Q 

社
会
教
育
と
生
涯

学
習

　

人
口
の
減
少
に
伴
い
、
自

治
公
民
館
を
軸
と
し
た
社
会

教
育
が
出
来
に
く
く
な
っ
て

い
る
。
今
後
、
13
の
地
区
公

民
館
に
よ
る
生
涯
学
習
を
主

と
し
た
事
業
を
行
う
の
か
。

　

世
代
間
交
流
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。
今
後
の

社
会
教
育
の
あ
り
方
。

A 

社
会
教
育
へ
の
情
熱

は
変
わ
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長

　

基
本
的
に
は
、
公
的
公
民

館
を
主
と
し
た
生
涯
学
習
を

展
開
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

婦
人
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、青
年
団
の

現
状
が
一
番
危
機
的
状
況
と

認
識
し
て
お
り
、
社
会
教
育

団
体
の
組
織
の
強
化
を
今
年

度
、
社
会
教
育
委
員
会
で
の

大
き
な
話
題
に
し
て
い
く
。

　

そ
の
た
め
社
会
教
育
委
員

会
の
存
在
が
非
常
に
大
き
な

時
期
に
来
て
お
り
、
今
後
、

会
の
あ
り
方
、
運
営
等
改
善

し
、活
用
し
て
い
き
た
い
。

大
久
保
洪
昭 

議
員

Q 

漁
業
後
継
者
対
策
を

　

全
国
的
に
漁
業
は
従
事
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
で

あ
る
。現
在
は
も
ち
ろ
ん
、将

来
に
向
け
て
も
漁
業
の
振
興

に
繋
が
る
の
は
後
継
者
の
確

保
で
あ
る
。
後
継
者
な
く
し

て
漁
業
の
活
性
、
将
来
は
あ

り
得
な
い
。

　

他
の
地
域
に
お
い
て
は
後

継
者
の
激
減
に
よ
り
、
漁
協

解
散
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
壱
岐
市
独
自
の
漁

業
後
継
者
対
策
に
重
点
を
置

き
、
漁
業
の
活
性
化
に
取
り

組
む
べ
き
。

A 

次
年
度
に
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

後
継
者
の
確
保
が
最
も
重

要
で
あ
る
。

現
在
担
当

課
に
検
討

を
さ
せ
て

い
る
。
23

年
度
に
は

実
施
す
る

予
定
。

Q 

認
定
漁
業
者
制
度
創
設

　

こ
の
制
度
を
設
け
る
と
言

わ
れ
て
か
ら
２
年
が
経
過
す

る
が
、
制
度
創
設
を
い
つ
頃

と
考
え
て
い
る
か
。

A 

最
終
段
階

市
長

　

検
討
も
ほ
ぼ
最
終
段
階
に

来
て
お
り
、
漁
協
長
会
等
と

調
整
を
し
、
本
年
度
に
は
公

表
出
来
る
。22
年
度
に
認
定
、

23
年
度
か
ら
運
用
を
し
後
継

者
対
策
支
援
を
図
る
。

Q 

水
産
業
基
本
計
画
検
証

　

こ
の
計
画
は
、
平
成
23
年

が
前
期
の
５
年
目
と
な
る
が
、

後
期
５
年
目
に
向
け
て
の
検

証
は
い
か
に
。

A 

23
年
度
に
見
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

社
会
情
勢
の
悪
化
に
柔
軟

に
対
応
す
る
た
め
、
23
年
度

に
見
直
し
を
行
う
予
定
。

いろんな物を作ります。（障害者通所授産施設での作業）

マグロ漁の準備（勝本漁港にて）
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一 般 質 問

豊
坂　

敏
文 

議
員

Q 
補
助
金
一
律
カ
ッ
ト

　

各
種
団
体
の
補
助
金
等
が

全
部
削
除
し
て
い
る
。

　

振
興
計
画
は
、
組
織
の
育

成
強
化
を
図
り
経
営
支
援
を

な
す
と
し
て
い
る
が
、
整
合

性
無
し
。
政
策
評
価
も
充
分

で
な
い
。
メ
リ
ハ
リ
予
算
の

計
上
を
す
べ
き
。

A 

真
に
必
要
な
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

補
助
金
等
検
討
委
員
会
に

お
い
て
、
次
の
よ
う
に
提
言

を
受
け
て
い
る
。

・
算
出
根
拠
が
不
明
確

・ 

同
種
団
体
へ
の
一
律
定
額

補
助
を
行
っ
て
い
る

・ 

自
己
負
担
の
割
合
が
少
な

い
・
繰
越
金
が
多
額

な
ど
の
見
直
し
で
あ
る
。

　

本
来
各
種
団
体
の
補
助
金

は
、
自
主
自
立
を
側
面
か
ら

支
援
す
る
も
の
。
今
後
は
必

要
な
も
の
に
つ
い
て
支
援
す
る
。

Q 
へ
い
死
獣
畜
処
理
施
設

全
活
用
策
奨
励

　

今
後
、
死
亡
家

畜
は
産
業
廃
棄
物

と
な
り
、
従
来
の

共
同
埋
葬
施
設
で

の
処
理
が
で
き
な

い
。
今
後
、
新
施

設
活
用
や
む
な
き

と
な
る
。
当
面
24

ヵ
月
以
上
の
成
牛

は
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
検
査

対
象
で
、
県
で
対

応
さ
れ
て
い
る
が

永
久
的
で
な
い
。
奨
励
策
を
。

A 

指
定
管
理
者
制
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

施
設
の
維
持
・
利
用
料
に

つ
い
て
は
、
壱
岐
市
農
協
・

和
牛
部
会
・
肥
育
部
会
に
お

い
て
協
議
・
決
定
さ
れ
る
。

Q 
嘱
託
職
員
の
雇
用
対
策

　

給
与
等
の
格
差
是
正
励
行

な
し
。

①
嘱
託
職
員
条
例
の
平
成
30

年
度
ま
で
の
経
過
措
置
は
何

が
基
準
か
。

②
嘱
託
職
員
へ
の
説
明
は
。

③
看
護
師
と
保
健
師
の
報
酬

の
違
い
は
。

A 
交
付
税
減
額
で
嘱
託

職
員
待
遇
を
見
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
平
成
30
年
は
合
併
し
て
15

年
と
な
る
。
交
付
税
が
今
よ

り
約
20
億
円
減
る
と
予
想
さ

れ
る
た
め
。

②
３
月
８
日
に
は
担
当
理
事

か
ら
該
当
者
に
伝
え
て
い
る
。

３
月
25
日
に
文
化
ホ
ー
ル
に

て
説
明
会
を
開
催
。

③
行
政
職
と
医
療
職
。

久
保
田
恒
憲 

議
員

Q 

観
光
振
興
の
取
り
組
み

　

観
光
振
興
の
取
り
組
み
の

中
で
、
主
に
博
物
館
と
原
の

辻
を
活
か
し
た
観
光
客
の
誘

致
に
つ
い
て
、博
物
館
の
開
館

等
、
地
域
住
民
の
中
に
は
盛

り
上
が
り
が
見
え
な
い
現
状

に
不
安
と
不
満
の
声
が
あ
る
。

　

こ
の
機
を
捉
え
島
民
一
丸

と
な
っ
た
取
り
組
み
に
活
か

せ
る「
い
き
い
き
観
光
サ
ポ

ー
タ
ー
」制
度
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
課
題
を
問
う
。

A 

市
民
の
英
知
を
結
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録

が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は

反
省
す
べ
き
点
が
あ
る
。
関

係
団
体
と
協
議
し
て
普
及
に

努
め
る
。

　

観
光
客
誘
客
に
つ
い
て
は
、

職
員
の
取
り
組
み
も
不
十
分

で
あ
る
と
の
指
摘
で
あ
る
が
、

評
価
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
。
島

民
各
位
の
英
知

を
結
集
し
て
対

案
を
示
し
、
博
物

館
開
館
後
の
振

興
に
協
力
願
い

た
い
。

Q  
無
駄
遣
い

ス
ト
ッ
プ

本
部
の
現

状

　

税
金
の
有
効
活
用
の
徹
底

を
目
的
に
立
ち
上
げ
た
、
無

駄
遣
い
ス
ト
ッ
プ
本
部
の
立

ち
上
げ
当
初
は
、
市
民
か
ら

数
件
の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
提
出
さ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
市
民
は「
事
業

仕
分
」的
な
も
の
を
求
め
て

お
り
、
そ
れ
を
考
え
る
と
民

間
委
員
の
数
が
少
な
い
。

　

ス
ト
ッ
プ
本
部
の
再
編
成

と
民
間
委
員
選
出
は
公
募
が

望
ま
し
い
と
思
う
。

A 

新
年
度
に
反
映

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

  

住
民
の
意
見
を
募
集
の
中

で「
無
駄
遣
い
に
つ
い
て
」

と
タ
イ
ト
ル
を
絞
っ
た
取
り

組
み
を
し
て
効
果
的
に
意
見

の
集
約
、
登
用
で
き
る
よ
う

に
努
め
た
い
。

　

ス
ト
ッ
プ
本
部
委
員
の
編

成
に
つ
い
て
は
、
現
行
は
市

の
理
事
等
が
９
人
、
民
間
委

員
が
４
名
で
あ
り
公
募
を
行

っ
た
結
果
で
あ
る
が
、
今
後

検
討
し
て
、
新
年
度
の
委
員

構
成
に
反
映
を
し
て
い
く
。

建設中のへい死獣畜一時保管施設（死亡牛を一時冷凍）

観光サポーター研修の様子
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一 般 質 問

市
山　

和
幸 

議
員

Q 

介
護
難
民
を
出
さ

な
い
対
策
を
急
げ

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

増
床
や
地
域
密
着
型
の
小
規

模
多
機
能
型
生
活
介
護
施
設

の
整
備
を
急
ぐ
べ
き
。

A 

今
後
の
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

県
の
基
準
で
は
平
成
25
年

ま
で
公
立
100
名
、
民
間
60
名

で
あ
り
増
や
す
こ
と
が
で
き

な
い
。
今
回
の
特
養
ホ
ー
ム

の
整
備
は
、100
床
＋
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
ィ
20
床
を
基
準
に
し
て

い
る
。
今
後
は
壱
岐
の
特
殊

事
情
も
あ
る
の
で
、
定
員
の

増
加
を
県
に
要
望
し
て
い
く
。

Q 
雇
用
対
策
の
拡
充
を

①
本
市
の
活
性
化
の
た
め
の

雇
用
対
策
の
拡
充
を
図
る
た

め
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し

た
事
業
で
の
雇
用
は
、
短
期

的
に
は
効
果
的
と
思
う
が
、

将
来
的
に
は
非
常
に
不
安
定

で
あ
る
。
輸
送
コ
ス
ト
の
少

な
い
Ｉ
Ｔ
関
連
業

種
の
企
業
誘
致
を

推
進
す
べ
き
。

②
シ
ル
バ
ー
人
材

を
活
用
し
、
雇
用

の
拡
充
を
図
っ
て

は
。A  

積
極
的
に

企
業
誘
致市

長

①
Ｉ
Ｔ
関
連
業
種

は
離
島
に
と
っ
て
は
マ
イ
ナ

ス
を
感
じ
さ
せ
な
い
業
種
で

あ
る
。

　

今
後
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
整
備
す
る

の
で
、
積
極
的
に
誘
致
活
動

を
展
開
し
て
い
く
。

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
自
主
・
自
立
の
基
本
理

念
で
の
運
営
で
あ
る
。

Q 

悪
質
商
法
か
ら

市
民
を
守
っ
て

　

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
に

よ
る
不
当
な
契
約
か
ら
市
民

生
活
を
守
る
た
め
、
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
制
度
の
周
知
徹
底

と
、
消
費
者
相
談
室
を
市
庁

舎
内
に
設
置
す
べ
き
。

A 

相
談
員
を
配
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

  

今
後
も
チ
ラ
シ
の
配
布
や
、

広
報
誌
に
掲
載
し
各
戸
に
周

知
す
る
。
消
費
者
相
談
に
つ

い
て
は
、
専
属
の
相
談
員
を

配
置
す
る
と
と
も
に
専
用
の

部
屋
を
準
備
す
る
。

綺麗に身体ふき（特養ホーム）

　

広
報
特
別
委
員
会 

　
　
　
　
　

委
員
長　

音
嶋　

正
吾

日
程　

平
成
22
年
２
月
４
日
〜
５
日

場
所　

長
崎
市

　
　
　

・
長
崎
新
聞
社

　
　
　

・
正
文
社
印
刷
所

　

長
崎
新
聞
社
で
は
、
読
者
ふ
れ
あ
い

室
長
に
よ
り
、
新
聞
発
行
ま
で

の
パ
ソ
コ
ン
処
理
に
つ
い
て

実
践
作
業
を
視
察
し
た
後
、
前

も
っ
て
送
付
し
て
い
た「
壱
岐

市
議
会
だ
よ
り
」
に
つ
い
て
、

読
者
ふ
れ
あ
い
室
長
に
講
評

を
い
た
だ
く
形
で
、
編
集
方
法

を
学
習
し
た
。

　

市
民
に
わ
か
り
や
す
く
、
口

語
体（
話
し
言
葉
）
で
書
く
と

い
う
事
を
強
く
指
導
さ
れ
た

が
、
他
の
市
町
村
広
報
誌
等
と

比
較
し
、
企
画
・
レ
イ
ア
ウ

ト
・
写
真
等
の
出
来
映
え
に

は
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
。

　

正
文
社
印
刷
所
で
は
、
議
会
だ
よ
り

が
で
き
る
ま
で
の
行
程
を
見
学
し
、
編

集
技
術
・
印
刷
技
術
の
進
歩
を
確
認
す

る
と
共
に
編
集
・
校
正
の
難
し
さ
を
実

感
し
な
が
ら
、「
市
民
に
わ
か
り
や
す

い
広
報
」「
手
に
と
っ
て
読
ん
で
も
ら

う
広
報
」を
め
ざ
す
た
め
の
秘
策
・
改

善
点
に
つ
い
て
研
修
を
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
研
修
成
果
を
今
後
の
編

集
に
活
か
し
、
市
民
に
よ
り
わ
か
り
や

す
く
、
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
と
な

る
よ
う
努
力
を
続
け
た
い
。

パソコンを使った新聞作りの実践を視察（長崎新聞社）
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議会だよりクイズの応募の
中で、お寄せいただいたご意
見やご感想をご紹介するコ
ーナーです。

おふねのお
金をねさげし
てください。
（８歳）

博物館ばかり
に力を入れず、

壱岐全体の観光地
を大事にしてほ
しい。（40歳）

中学校統廃
合が、各生徒に
公平になるよう
願っています。
（62歳）

市民病院改
革を、関心と期
待をもって見守
りたい。
（73歳）

議会だより
は、脳の活性化
につながってい
ます。（49歳）

一支国博物館
をもう少し市民向
けに宣伝して、まず
壱岐の人の理解が
大切。 （49歳）

「地元で出
来る事は地元企
業を優先する」に
共感。雇用対策
を！ （55歳）

原
の
辻
ガ
イ
ダ
ンス（旧原の辻展示館）前

郷
ノ浦町　刈田院橋よこ

郷ノ
浦幼
稚園

入
り
口

沼津中
学校
前バ
ス停

付近
の
畑
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議会だより
は知らなかった
情報がわかって
とてもいい。

（13歳）

救急車もこ
れないので「嫦
娥大橋」をお願
いします。
（32歳）

千円高速と
いうのがあるな
ら、島民は千円で
船に乗りたい。
（55歳）

第5回

第4回クイズの答え
①３月14日　②２回目　③288人
応募総数49名の内、全問正解者は
47人です。

正解だよ正解だよ

おめでとうおめでとう
パチパチパチパチ

～ 第4回クイズの当選者 ～
西口富美子様　平川恵美様
福田富士子様　坂本　梢様
松尾　恵子様　　（順不同）
☆おめでとうございます☆ 

ハガキハガキ
送送ってねってね

クイズに答えて
図書カード（1,000円）
が当たるんだよ！

応募待ってまーしゅ☆

クイズ　〇〇の中に当てはまる言葉や数字を入れてください。

その①　平成22年度壱岐市の総予算は、〇〇〇億3,840万円。

その②　 国の政策の“子ども手当”は〇〇〇修了まで支給され
ます。

その③　 一支国博物館が今年オープンしたことを契機として、
壱岐市は今年を「〇〇元年」と位置づけ、様々な計画
をしています。

　ヒント　 この議会だよりの中に答えがありますので、最初
から最後まで読んでみてください。

《応募方法》クイズの答え・住所・
氏名・年齢をお書きのうえ、ハ
ガキでご応募ください。
　議会だよりを読んだご感想
や、議会へのご意見等もお書き
添えください。
　ご意見等は、「市民の声」の
コーナーで、できるだけご紹介
させていただきます。
　正解者の中から、抽選で５名
の方に図書カード 1,000 円分
をお贈りします。
（当選者の発表は次号に掲載）

《あて先》〒 811-5521　壱岐市勝本町西戸触 182-5
　　　　　　　　　　　　　壱岐市議会事務局 宛

《しめきり》平成 22年５月 31日（当日消印有効）

《個人情報の取り扱いについて》ご記入いただ
きました個人情報は、賞品発送・当選者発表
および『市民の声』等の目的以外には利用いた
しません。

一支国王都公園前道路沿い

石田保育所の
おともだち
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壱岐市議会だよりは地球に優しい大豆油のインキで印刷されています。

壱岐市ホームページ
（http://www.city.iki.nagasaki.jp）の市議会のイ
ンデックス（見出し）を検索すると、市長行政報告
および議員の一般質問の音声を生で聞くことができ
ます。また市議会会議録は、議会事務局・市役所本
庁（総務課）・各庁舎（市民生活班）・各図書館で閲
覧できます。ご利用ください。

○編集　 議会広報特別委員会
〒 811-5521  
長崎県壱岐市勝本町西戸触 182-5
　　TEL：0920-42-1111
　　FAX：0920-42-0096
【 E-mail 】  iki-gikai@city.iki.lg.jp
【 ＵＲＬ 】  http://www.city.iki.nagasaki.jp

　

３
月
14
日　

壱
岐
市
立
一
支
国
博
物
館
、長
崎
県
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
当
日
は
、県
知
事
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
、

市
民
の
方
々
で
溢
れ
、大
変
賑
や
か
で
し
た
。

　

さ
て
、
本
市
で
は
、
こ
の
博
物
館
開
館
を
契
機
と
し

て
今
年
を「
観
光
元
年
」と
位
置
づ
け
、
交
流
人
口
拡

大
に
向
け
様
々
な
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
た
め

に
は
市
民
皆
さ
ん
の
支
援
、協
力
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

ど
う
ぞ
、
皆
さ
ん
一
緒
に
壱
岐
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

最
後
に
議
会
だ
よ
り
ク
イ
ズ
も
好
評
で
多
く
の
応

募
が
あ
り
、
ま
た
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
編
集
委
員
会
一
同
市
民
に

親
し
ま
れ
、わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵜
瀬
和
博
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

音
嶋
正
吾

副
委
員
長　

榊
原　

伸

委
員　

中
田
恭
一

委
員　

鵜
瀬
和
博

　

委
員　

町
田
正
一

　

委
員　

呼
子　

好

一支国博物館「魏
ぎ
志
し
倭
わ
人
じん
伝
でん
の世界」


